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国際情報審査役 中国信息 

 

中国信息（ＷＴＯ/ＦＴＡ・貿易・安全・

その他） 

 

2007 年９月 26 日号 

◎2007年８月トウモロコシ市場観測情報 

【中国農業部】 

 

 中国農業部は先ごろ、2007年８月におけるトウモロコシ市場の観測情報について発表した。

その概要は以下のとおりである。 

 

１ ８月のトウモロコシ生長に関する気象条件について 

  2007年８月下旬には、全国の春トウモロコシの大部分が乳熟期（開花・受粉後、実の中

に澱粉その他栄養分を蓄え始める時期）に入り、部分的には抽雄期（雄穂が伸び出る時期）

のものもあるが、一部地域では、すでに成熟期に至っている。夏トウモロコシの大部分は

抽雄期から乳熟期にあり、西南部の一部地域では成熟期に入った。気候条件については、

７月及び８月初めは、東北の生産地が比較的深刻な旱ばつに襲われ、一部のトウモロコシ

は抜節期（主茎の節が急伸する時期）から抽雄期で生長が阻害され、発育が例年に比べ遅

れており、生産に不利な影響を及ぼした。華北、黄河・淮河流域（黄淮地区）及びその他

の生産地では、全体に気候が比較的有利な条件にあり、トウモロコシの生長は良好であっ

た。 

 

２ 輸出は大幅増、輸入も大きく増加したものの輸入量は少ない 

  海関統計によると、2007年７月のトウモロコシ輸出量は、前年同月比44.6倍増の25.1万

トンとなった。１～７月の累計輸出量は、前年同期比73.6％増の391.9万トンとなった。

同じく累計輸入量は、前年同期比1.2倍増の6,952トンとなった。 

  中国のトウモロコシ輸出地区は、内蒙古自治区を含む東北４省区に集中している。主要

輸出相手国は韓国で、総輸出量の64％を占めている。その他重要な輸出相手国として日本、

マレーシア、インドネシア及びイランなどがある。前年同期比では、中国から日本・マレ

ーシアへの輸出量は２倍以上とない、韓国向け輸出は61％増となっている。 
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３ 世界のトウモロコシ生産量は大幅増、在庫量はやや増加 

  米国農務省（ＵＳＤＡ）の８月の予測によると、2007/08年度の世界のトウモロコシ総

生産量は、歴史的な記録水準となる前年度比9.9％増の7.72億トンと予測されている。う

ち米国の生産量は、23.9％増の3.32億トンとされる。また、世界のトウモロコシ消費量は

引き続き増加し、同6.2％増の7.69億トンで、うち飼料用消費量は1.9％増、トウモロコシ

消費量の62.8％を占めると予測されている。数年来、全世界のトウモロコシ需給は、生産

が需要を上回る様相を示していたが、需給の矛盾はやや改善に向かっている。これにより、

トウモロコシの期末在庫はやや増加し、前年度比2.0％増の1.02億トン、在庫／消費比は

13.3％と見込まれている。 

  貿易面では、2007/08年度の世界のトウモロコシ輸出量は、前年度比1.1％元の8,601万

トンと予測されている。うち米国の輸出量は5,461万トンで、世界の輸出量の63.5％を占

めている。同じく輸入量は、0.5％増の8,533万トンと予測されている。主要輸入国は、日

本が世界の輸入額の18.9％を占め、第一位とされる。マレーシアは輸入が増加し、同じく

12.0％を占めて第二位、韓国は同10.7％で第三位に後退するとみられている。 

 

４ 国内価格は基本的に安定、後期の騰落幅は大きくはない 

  2007年８月の中国国内のトウモロコシ価格は、全体として基本的には安定して推移し、

主産地の価格はやや下落、消費地の価格は安定的ながらやや上昇し、「南強北弱」で推移

した。８月の生産地のトウモロコシ平均卸売価格は、１トン当たり1,532元で、基本的に

は前月並み、前年同月比では14.2％高となった。うち東北の生産地では前月比0.4％安・

前年同月比16.1％高、華北・黄淮地区の生産地では前月比0.2％安・前年同月比13.9％高

となった。消費地の平均卸売価格は１トン当たり1,741元で、前月比0.1％高、前年同月比

16.5％高となった。 

 

５ 国際価格はやや反発、内外価格差は再び拡大 

  トウモロコシの国際価格は前月に下落した後、やや反発して推移している。2007年８月

の米国メキシコ湾の２号黄色トウモロコシの平均港湾価格（本船渡し価格＝ＦＯＢ価格）

及びシカゴの先物価格は、それぞれ１トン当たり1,150元（前月比1.9％高、前年度月比

25.0％高、年初比9.7％安）及び1,037元（前月比2.3％高、前年同月比34.2％、年初比13.7％

安）となった。トウモロコシの収穫期が随時到来したことに伴い、国際市場価格には一定

の下方圧力がかかったものの、国際市場価格がその後反発したことに加え、国際海上輸送

費が引き続き高騰したことから、トウモロコシの内外価格差は再び拡大に転じた。広州市

の黄埔港では、８月の米国産トウモロコシの通関渡し価格（Duty Paid：ＣＩＦ＋関税等）

は、同時期の国産トウモロコシの国内港価格よりも１トン当たり593元高く、内外価格差

は前月に比べ同54元拡大した。 


